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調査目的

● 検体検査における品質・精度の確保・維持のために，
内部精度管理の実施，外部精度管理調査の受検は重
要である．しかし，基準の策定に当たっては，わが国の
医療機関の現状を踏まえたものにする必要がある

● 医療機関における新たな基準設定や，衛生検査所
における基準の見直しなどのための基礎資料として，
精度管理面を中心とする実態調査を実施する



調査の概要
● 調査時期：平成29年10月2日-11月3日
● 対象施設：

無作為抽出した
病院 1300施設（650１ + 650２）
診療所 1386施設（386１ + 1000２）
［検体検査管理加算取得あり１，なし２］

● 調査方法：
アンケート調査．
対象施設にアンケート案内・用紙を送付
記入済み用紙または電子ファイルにより回答

● 有効回答数
病院 322/1300（25%）
病院１ 246/650（38%），病院2 76/650（12%）
診療所 271/1386（20%）
診療所１ 121/386（31%），診療所2 150/1000（15%）
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まとめ

● 病院の中でも，特定機能病院，臨床研究中核病院，地域医療
支援病院，臨床研修指定病院においては，②血清学的検査（血
清，免疫），③血液学的検査の血球算定，血液像，出血凝固，⑤
生化学的検査（生化学，一般）に関して，自施設での検査の実施
率が7割以上で，精度管理の実施率も９割以上である．これらの
病院群においては，内部精度管理の実施および外部精度管理の
受検が高率に普及していると考えられる

● 上記の機能を有する病院群の外部精度管理の受検数は年間
3.0 ± 1.9件，メーカーサーベイを含めると3.1 ± 2.1であり，複数
の外部精度管理の受検が一般的と思われる

● 診療所に関しても，自施設実施率は低いものの，血球算定，生
化学的検査を中心に精度管理の実施が普及していると思われる


